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■
６
月
よ
り
新
た
に
広
報
委
員
１
人
が
加
わ
り
、
５
人
の
メ

ン
バ
ー
で「
議
会
だ
よ
り
」作
成
に
た
ず
さ
わって
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
当
委
員
会

に
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
村
山
）

■
オ
ヤ
ジ
の
会
は
毎
年
の
夏
祭
り
で
お
化
け
屋
敷
を
作
って
子

供
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
年

齢
関
係
な
く
友
人
を
作
っ
た
り
も
で
き
る
集
ま
り
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
中
に
は
岐
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
知

人
も
い
な
い
中
、
オ
ヤ
ジ
の
会
に
入
って
い
た
だ
い
た
方
が
い
る

く
ら
い
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
岐
南
町
の

発
展
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

（
渡
邉
）

■
総
会
後
の
懇
親
会
で
「
給
食
を
食
べ
ら
れ
ま
し
た
か
。
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
か
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国

的
に
無
償
化
は
進
ん
で
い
る
が
「
教
育
・
食
育
」
と
い
う
観

点
に
お
い
て「
質
を
高
め
る
」こ
と
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

無
償
化
施
策
の
検
証
と
財
源
を
踏
ま
え
、
施
策
の
改
変
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

（
松
本
）

■
今
回
は
町
長
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。
仕
事
と
家

事
・
育
児
と
の
両
立
は
大
変
で
す
。
私
も
子
ど
も
を
お
風
呂

に
入
れ
る
こ
と
と
夜
一
緒
に
寝
る
こ
と
は
ず
っ
と
続
け
て
い
ま

す
。
仕
事
と
家
事
は
夫
婦
で
分
担
で
き
ま
す
が
、
育
児
は
協

力
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）

■
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
作
成
と
な
り
ま
す
。
今
回
定
例
会

質
疑
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま
し
た
。
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
反
対
、
賛
成
討
論
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
あ
り
、考
え
や
意
見
の
違
い
は
当
然
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
や
町
民
の
皆
様
を
想
い
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
広
瀬
）

岐南中学校１年

小野木 杏珠さんの
作品です

表紙の題字

おのぎ あんじゅ

オヤジの会最大の特徴は？

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

イベントへの参加は時間が合えば気軽に参加してもらう形をとっている点であり、強制することは決してあり
ません。その結果、会員の士気が高まり、また強い絆も生まれています。会の活動は、基本的には学校のお手
伝いであり、具体的には運動場の草刈りや遊具のペンキ塗り、花壇の整地などになります。その中でも大きな
イベントとしては、夏祭りと餅つき大会が挙げられます。
これらのイベントでは、PTA会員はもちろん、学区内に居住する地域住民の皆様とも連携をさせていただき、
毎年大盛況となっていて、さらには、深まった絆が功を奏し、ランニングや登山、飲み会、サバゲー、ツーリング
など、多岐にわたるサークル活動が毎週のように行われています。
今後も皆様のご支援をいただきつつ、まずは私たち会員が楽しめる団体にしたいと考えています。
その結果、子供たちの笑顔に繋がればこれ以上の喜びはありません。

西小学校・
オヤジの会

特集企画

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

西小オヤジの会は、子供たちの
育成と親子が楽しく触れ合える
機会を増やすことを主な目的と
する非営利団体です。

夏祭りお化け屋敷
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委員会等の構成及び説明 特集企画
町長インタビュー

４月14日に行われた岐南町長選挙で当選された後藤友紀町長は、
岐南町政史上初の女性町長ということで注目度も増しています。
そんな後藤町長にインタビューをしてきました。

―町長として約３カ月たちましたが、感じて
　いるやりがいや難しさは

　４月１５日に就任して、休むことなく全力で走り続け
ています。「岐南町を変えたい」と思っている人は、
想像よりも多いと感じています。それだけ私への期
待も大きいと思いますので、もっと住みよい町にす
るため、２３０人の職員と力を合わせてまちづくりを
進めています。住民一人ひとりの置かれている境遇
が異なる中で、この町の将来を見据えかじ取りをす
るのはとても難しいことですが、やりがいもあります。
まちづくりは総力戦です。岐南町はポテンシャルが
高い町なので必ず良い方向へ導きます。

―女性の首長や議員が増えて欲しいという
　思いは

　もちろんあります。町議会議員の頃からずっとそ
の思いはありました。家庭と仕事の両立などまだハー
ドルは高いですが、政治を志す人への応援の仕方も
確実に変化しています。女性の首長や議員がもっと
増えれば、閉塞感を打ち破る方向へ社会は変わって
いくと思います。それに同志が増えることは何より心
強いです。

―家庭と仕事の両立とありましたが、基本的な
　一日のルーティーンは

　毎朝５時半に起床し、洗濯をしながら朝食の準備、
子どものお弁当を作った後に再び洗濯をしつつ朝食
を食べます。
　家族を送り出した後、８時半には役場に登庁し公務
に従事、夜に公務が入っていなければ１７時半位に帰
宅します。
　帰宅後は３度目の洗濯をしながら夕食の準備、夕
食後は買い物や掃除をし、２３時には就寝するように
しています。

―女性首長として求められていると感じる
　ことはありますか

　あります。選挙戦でも強く感じていました。もちろ
ん男性と女性が争う構図ではなく、男性中心の政治
が見落としてきたものの中に、大切なものやこれか
らの社会に必要なものがあるのではないかと思うの
です。自分だけの立場から不満を言い合うのではな
く、腰を据えて対話し、相手を理解し議論を深める、
そんな開かれたまちづくりを目指したいと思います。

―任期４年のうちで成し遂げたいことは

　まちづくりのエンジンとなる役場の職場環境を改
善し、私の思い（公約）を一つ一つ形にしていきます。
その過程では、だれの目から見ても明らかな根拠を
示し、事業を推進するときも、事業を見直すときも、
住民の声を大切にしたいと考えています。まちづく
りの主役は住民の皆様です。

議会と行政は車の両輪とよく言われます。町長がまちづくりを進めていく中で、我々
議会としては厳しい目でチェックをし、本当に町民の為になるのかという本質を徹底的
に議論していきたいと思います。

特集企画委員会構成・議員総会

岩田晴義氏・後藤友紀氏の議員辞職に伴う岐南町議会議員補欠選挙において、加藤雅浩議員・広瀬恵理子議
員が当選されました。それに伴い、委員会等の異動を行いました。
※委員会とは、議会内部に複数の組織を設け、各組織における分担を決め審査をすることで、議会を能率的・効果的に運営する
　ために設置されている審査機関のことです。

常任委員会 総務住民委員会・福祉土木委員会のいずれかに議員は所属します。

広報特別委員会 議会情報を各家庭にお届けするために「議会だより」を年４回発行しています。

監　　査 財務事務が適正に執行されているかチェックします。

議会運営委員会 議会が公正円滑に運営されるように協議し議長の諮問に応じるほか、議案・請願・陳情
などの常任委員会への振り分けを審議します。

総務住民委員会 総務部・総合政策部・住民部・教育委員会等を担当
委員長

渡 邉 憲 司
副委員長

松 本 暁 大
委員

櫻 井 　 明
委員

 松 　 浩 二
委員

広 瀬 恵 理 子

福祉土木委員会 福祉部・土木部を担当
委員長

長 谷 川 淳
副委員長

木 下 美 津 子
委員

三 宅 祐 司
委員

村 山 博 司
委員

加 藤 雅 浩

議会運営委員会
委員長

木 下 美 津 子
副委員長

三 宅 祐 司
委員

渡 邉 憲 司
委員

長 谷 川 淳

議会広報特別委員会
委員長

村 山 博 司
副委員長

渡 邉 憲 司
委員

松 本 暁 大
委員

長 谷 川 淳

委員
松 　 浩 二

委員
広 瀬 恵 理 子

監　　査

　第６８回羽島郡町村議会議員総会が、来賓に後
藤友紀 岐南町長、古田聖人 笠松町長をお迎えし、
岐南町役場において開催されました。
　はじめに自治功労者表彰（議員在職）として、笠
松町議会の田島清美議員（24年）、川島功士議員

（24年）、尾関俊治議員（16年）が表彰されました。
（※今年度は岐南町議会議員の表彰はありません）
　記念講演は、社会政策課題研究所 所長 江崎禎
英氏 をお招きし、【ふるさとの「今」を考える －
魅力ある岐阜県の未来に向けて－】を演題に、「失
われた３０年」と言われ、自信を失いつつある日本が実は海外からの評価は決して低くはないということ、岐
阜県の魅力を見つめ直し、ふるさとに自信と誇りを取り戻すために何を守り、何を変えていくべきなのかに
ついて考えるヒントをご講演いただきました。

羽島郡町村議会議員総会 令和６年６月２８日（金）

※赤字は新任です
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案　　　件 結果

木
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松
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村
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承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて

（岐南町税条例の一部を改正する条例について） 承認 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承認第 2 号 専決処分の承認を求めることについて
（岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 承認 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承認第 3 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和6年度一般会計補正予算(専決第1号)について） 承認 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 29 号 岐南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 30 号 令和6年度岐南町一般会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 31 号 令和6年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 32 号 令和6年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 33 号 令和6年度岐南町水道事業会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 34 号 岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約
の変更について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選第 2 号 岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙に
ついて

選挙
確定 後藤　友紀

選第 3 号 木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の補欠選挙につい
て（長の推薦に基づき選挙する議員）

選挙
確定 堀塲　康伸

選第 4 号 木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の補欠選挙につい
て（長の推薦に基づかないで選挙する議員）

選挙
確定 加藤　雅浩

常任委員会の選任について 選任 総務住民常任委員会委員：広瀬恵理子
福祉土木常任委員会委員：加藤　雅浩

議会広報特別委員会委員の選任及び委員長・副委員長の選
任について 選任

広報特別委員会委員：広瀬恵理子
　　　　　　委員長：村山　博司
　　　　　副委員長：渡邉　憲司

議員派遣について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 35 号 岐南町長の給与の特例に関する条例について 可決 〇 〇 - ● 〇 ● ● 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 36 号 財産の取得について

(消防ポンプ自動車（CD-1型）購入) 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
同意第 2 号 羽島郡二町教育委員会委員の任命同意について 同意 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6月定例会ではこんなことが決まりました
賛成＝〇　反対＝●（※議長は採決に加わりません）

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

▲提出議案
　ページは
　こちら

定例会結果定例会質疑・討論

令和６年度　議案第３５号
岐南町長の給与の特例に関する条例について 

賛否の分かれた議案をピックアップ！

後藤友紀町長の選挙公約の1つでもある退職金手当相当額（約1500万円）を、任期中における
給与月額から減額し、今後行う政策実現の財源とするために制定するものです。

そもそもこの条例
は

減額の概要
給与月額75万円→41万5千円（33万5千円の減額）

33万5千円×45か月＝1507万5千円

質疑の後、採決の前に討論が行われました。その内容は…

採決の結果

賛成６、反対３で可決されました。

選挙公約の「退職金はゼロ」を反故されたわけであるが、代わりに報酬を下
げ、子育て政策に充当しますと発言されたが、短絡的で具体的に欠ける。
労働の対価として、本来受け取るべき給料や退職金の妥当性や正当性を、民
間事業者に示す立場であるべき町長が、そういう発想でいいのか。

就任4日で「退職金ゼロ」は無理でしたと撤回、代わりに報酬を下げます。この
分は子ども提案事業にという話だが中身は「まだ分かりません。これからで
す。」と。
具体性がない中で「スピーディーに今どうしても」と必要性を感じない。議論
を深めてからでは。

この議案の問題点は、退職金をゼロにした場合の一般財源の持ち出しは約
1000万円ですが、給与を削減した場合は約500万です。
給与削減の方が、物価高騰の中町民に負担をかけないことは明白です。

町や町民のためにどうしてもやらなければならないことは、たとえ借金をして
でもやるべきで、今までもそうしてきている。
町民にとってはその報酬に見合った、またそれ以上の仕事をしていただける
期待も含めたものであり、歴代の町長も受けられている。
金額についても月額335,000円であれば報酬を減額しなくてもできる。
また報酬を事業にあてることは寄付行為に当たる可能性もあり、避けるべき
である。

退職金相当額を給与からあらかじめ減額することで、4年の任期の間に財源
として町民に還元するという意味から、この方法はよりベターである。
議会としてどう意思表示するかは、より町民に利益のある形を選んだほうが
町の未来にとってより良い形になっていく。

村山議員

松本議員

加藤議員

長谷川議員
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９
人
の
議
員
が

質
問
し
ま
し
た

●
加 

藤 

雅 

浩

◎
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
で
失
っ
た
町
の
信
頼

　
回
復
に
向
け
て

◎
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
あ
っ
た
個
別

　
最
適
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て

●
長 

谷 

川 

淳

◎
来
る
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

◎
経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
に
は

◎
障
が
い
者
優
先
調
達
推
進
法

◎
ご
み
積
み
替
え
施
設
の
活
用

6月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
い
」

　
　  

一
般
質
問
Q
＆
A

…
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…
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…
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…
…

…
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…
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…
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●
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司
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民
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所
信
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ま
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町
政
運
営
の

　
考
え
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う

●
木
下
美
津
子

◎
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策

◎
難
聴
の
方
の
た
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に

●
三 

宅 

祐 

司

◎
巡
回
バ
ス
の
早
期
廃
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問
う
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…
…
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…
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…
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…
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…
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…
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●
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　 浩 

二

◎
安
全
管
理
に
つ
い
て

◎
町
の
未
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

●
広
瀬
恵
理
子

◎
子
ど
も
た
ち
の
安
全・安
心
な
学
校
生
活

　
に
向
け
て

●
渡 

邉 

憲 

司

◎
学
校
に
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い
て

◎
自
治
会
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い
て

●
松 

本 

暁 

大

◎
す
ぐ
や
る
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目
玉
政
策
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い
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◎
令
和
６
年
５
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に

　
つ
い
て
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…

…
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…
…

…
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一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

一般質問一般質問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
で
失
っ
た

町
の
信
頼
回
復
に
向
け
て

加藤 雅浩 議員
かとう まさひろ

（
総
務
部
長
）
前
町
長
が
起
こ
し

た
数
多
く
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為

が
岐
南
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す
る

第
三
者
調
査
委
員
会
に
よ
り
認
定
さ
れ
、

法
令
違
反
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
行
為

に
つ
い
て
も
事
実
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
町
の
顧
問
弁
護
士
と

協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
調
査
な

ど
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
議
会
へ
報
告
し

ま
す
。

A

Q
町
と
し
て
第
三
者
調
査
委
員
会
の
調

査
費
用
を
前
町
長
に
求
め
る
か
。

（
総
務
部
長
）
前
町
長
は
、
令
和

５
年
６
月
５
日
の
全
員
協
議
会
、

及
び
同
年
６
月
６
日
の
本
会
議
に
お
け

る
質
疑
に
て
、
第
三
者
調
査
委
員
会
の

調
査
費
用
を
負
担
す
る
旨
の
発
言
を
し

て
い
ま
す
。

　
前
町
長
が
調
査
費
用
を
全
く
負
担
し

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
全

額
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
税
金
を
お
預
か
り
す

る
町
と
し
て
、
大
変
遺
憾
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

AQ
長
期
に
わ
た
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起

き
た
組
織
の
問
題
点
を
ど
う
考
え
る

か
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
し
た
個
人
の

問
題
へ
の
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
調
査
報
告
書
に
お

い
て
、
今
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事

案
の
最
大
の
要
因
は
、
前
町
長
の
強
い

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
も
の
と
、
前
町

長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
「
無
自
覚
・

無
関
心
・
無
理
解
」
で
あ
る
と
結
論
付

け
て
い
ま
す
。

A

Q
ア
ク
テ
ィ
ブ
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
止
に
な
る
施
策
展

開
を
。（

総
務
部
長
）
前
町
長
に
よ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
は
、
行
為
者
の

無
理
解
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
し
た
が
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
す
る
者
は
、
得
て

し
て
無
自
覚
に
そ
の
言
動
に
及
ぶ
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

周
り
の
傍
観
者
が
何
も
行
動
し
な
い
こ

と
は
、
行
為
者
は
「
何
も
言
わ
れ
な
か
っ

た
」
な
ど
と
そ
の
言
動
を
正
当
化
す
る

と
同
時
に
、
被
害
を
受
け
た
人
に
恥
意

識
や
無
力
感
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
回
の
事
案
は
、

そ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
被
害
の
継

続
や
拡
大
に
繋
が
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
は
、
そ

う
し
た
行
為
を
未
然
に
防
ぎ
、
起
き
た

場
合
も
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
管
理
職
の
対
応
不
全
に
関
し
て
は
、

被
害
職
員
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
町
長
の
強
力
な
人
事
権
の

掌
握
や
被
害
職
員
の
特
定
を
恐
れ
、
本

来
行
う
べ
き
管
理
職
員
と
し
て
の
職
責
を

全
う
で
き
ず
、
被
害
の
継
続
・
拡
大
を

招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
果
た
す
べ
き
対
応
が
機
能
し

な
か
っ
た
こ
と
が
、
長
期
化
し
た
組
織
の

問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

調
査
費
を
前
町
長
に
求
め
る
か

部
長
　
負
担
し
な
い
な
ら
大
変
遺
憾

宿
題
の
あ
り
方
の
再
考
を

教
育
長
　
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
あ
っ
た

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て

（
教
育
長
）
児
童
生
徒
の
学
力
定

着
に
家
庭
学
習
は
必
要
不
可
欠

で
す
が
、
自
学
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
縛
り
は
、

「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
強

く
な
り
、
作
業
的
内
容
に
終
始
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
量
的
な
基

準
は
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
よ
って
必
要

な
時
も
あ
る
が
、
学
習
の
質
を
高
め
る

た
め
の
改
善
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・

想
像
力
、
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

等
を
育
む
こ
と
に
適
し
た
家
庭
学
習
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま

す
。 A Q

自
学
ノ
ー
ト
な
ど
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
学

習
に
お
け
る
宿
題
の
あ
り
方
の
再

考
を
。

1240万円の調査報告書

作業になりがちな
自学ノートのページ縛り
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人
口
減
少
に
ど
う
対
応
す
る
か

部
長
　選
ば
れ
る
ま
ち
に

来
る
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
に
は

ご
み
積
み
替
え
施
設
の
活
用

障
が
い
者
優
先
調
達
推
進
法

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な

　
　    

執
行
体
制
を
問
う

型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
出

産
・
子
育
て
応
援
事
業
を
実
施
し
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
へ
の

対
応
を
推
進
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
利
便
性

が
高
い
優
位
性
を
生
か
し
な
が
ら
便
利

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
人
口
規
模
の
維
持

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Q
近
い
将
来
市
町
村
合
併
は
必
要
だ

と
思
う
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
２
０
５
０
年

頃
に
は
人
口
減
少
も
抑
制
す
る
こ

と
に
限
界
を
迎
え
、
合
併
の
議
論
が
再

開
さ
れ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
で
、
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
は
広
く
議
論
さ
れ
て
よ
い

課
題
で
あ
り
ま
す
。
広
域
連
携
に
よ
る

事
業
規
模
の
拡
大
や
業
務
の
効
率
化
を

検
討
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

市
町
村
合
併
と
な
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
や
効
率
化
だ
け
で
は
な
く
、

文
化
や
歴
史
も
含
め
、
慎
重
な
判
断
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

A

Q
人
口
減
少
と
い
う
社
会
課
題
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）「
岐
南
町
第

２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
人
口
の
将
来

展
望
と
し
て
掲
げ
る
人
口
規
模
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
ぎ
な
ん
で
育
む
」

「
ぎ
な
ん
で
働
く
」「
ぎ
な
ん
で
交
わ
る
」

「
ぎ
な
ん
で
安
ら
ぐ
」
の
４
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
事
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で一貫
し
て
身
近
で
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走

A

Q
経
常
収
支
比
率
を
ど
う
下
げ
て
い
く

の
か
。

経
常
収
支
比
率
は
一
般
的
に
は
70
％
〜
80
％

が
適
切
で
す
。
こ
こ
数
年
岐
南
町
は
90
％
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
後
人
件
費
や
扶

助
費
も
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。
新
所
平
島

線
や
新
ご
み
処
理
施
設
の
負
担
金
、
学
校

施
設
の
老
朽
化
。
お
金
は
い
く
ら
あ
っ
て
も

足
り
ま
せ
ん
。
今
、
思
い
切
っ
た
改
革
を
行

い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
減
ら
す
、
維

持
費
に
対
し
て
利
用
者
の
少
な
い
費
用
対
効

果
の
悪
い
施
設
を
取
り
壊
す
等
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
障
が
い
者
優
先
調
達
推
進

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
岐
南
町
の
令
和

６
年
度
の
優
先
調
達
法
に
基
づ
く
備
品
購

入
の
目
標
金
額
は
わ
ず
か
５
万
円
で
す
。

（
総
務
部
長
）
今
後
の
長
期
財
政

需
要
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
大
規
模
改
修
事
業
や
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
負
担
金
等
、
多
額
の
需
要
額

が
見
込
ま
れ
る
中
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み

重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
喫
緊
の
政
策
課
題
に
対
応
し
、

将
来
を
見
据
え
た
「
堅
実
で
持
続
可
能

な
行
政
運
営
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

A

Q
令
和
７
年
度
の
目
標
金
額
を
あ
げ
る

べ
き
で
は
。

（
福
祉
部
長
）
令
和
７
年
度
に
つ

い
て
は
、
予
算
時
期
に
財
政
部
局

と
協
議
の
上
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

AQ
ご
み
積
み
替
え
施
設
の
利
用
方
法
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
次
期
ご
み
処

理
施
設
が
令
和
９
年
４
月
に
稼

働
開
始
す
る
と
積
み
替
え
施
設
は
不
要

と
な
り
、
こ
の
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

利
便
性
が
高
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
新

た
な
拠
点
回
収
の
候
補
地
の一つ
と
な
り

う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
岐

南
町
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議
会
で
議
論

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

村山 博司 議員
むらやま ひろし

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

Q
人
材
の
適
材
適
所
と
い
う
決
ま
り
文

句
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
は
、
町
長
の

考
え
る
、
あ
る
べ
き
組
織
論
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
　

（
町
長
）「
強
い
組
織
は
職
員
の

成
長
か
ら
生
ま
れ
る
」
こ
れ
が
私

の
考
え
る
「
組
織
論
」
で
す
。

AQ
障
害
を
持
つ
町
民
や
他
の
役
場
職
員

に
対
す
る
合
理
的
配
慮
に
関
し
、
ど

の
よ
う
な
方
針
と
施
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

（
町
長
）
町
民
に
対
し
て
は
障
害

の
理
解
を
深
め
、
必
要
か
つ
、
合

理
的
な
範
囲
で
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
は
個
人
が
必
要

と
す
る
労
働
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

A

Q
前
福
祉
部
長
の
退
職
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
本
人
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

か
、
町
長
の
責
務
と
し
て
明
確
な
説
明
を

求
め
ま
す
。
尚
、
前
福
祉
部
長
と
最
後
の

挨
拶
を
交
わ
し
た
際
、
町
長
に
退
職
し
た

い
と
は
一
言
も
伝
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

済
で
す
。
職
員
一
人
の
生
活
を
守
れ
な
い
人

が
、
町
民
の
暮
ら
し
を
幸
せ
に
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
任
期
途
中
で
退
職
に
至
っ
た
こ

と
に
関
す
る
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
で
あ
る

と
ご
認
識
の
う
え
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
町
長
）
高
度
の
専
門
的
な
知
識
・

経
験
を
有
す
る
前
福
祉
部
長
と

の
間
で
４
月
に
再
度
契
約
の
更
新
を
し

ま
し
た
が
、
本
人
よ
り
、
令
和
６
年
４

月
23
日
付
け
、
同
年
４
月
30
日
を
も
っ

て
退
職
し
た
い
旨
の
届
け
出
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
受
理
し
ま
し
た
。

A

Q
退
職
し
た
い
旨
の
届
け
出
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
受
理
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
慰
留
は
し
な
か
っ
た
の
か
説

明
く
だ
さ
い
。
特
に
有
期
雇
用
者
に
対
す

る
処
遇
に
関
し
、
労
働
契
約
法
の
う
ち
、

ど
の
条
文
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
法
解
釈

に
よ
っ
て
退
職
扱
い
と
し
た
の
か
。
前
福
祉

部
長
は
積
極
的
に
退
職
届
を
提
出
し
て
い
ま

せ
ん
。
人
事
権
を
掌
握
す
る
町
長
か
ら
の

退
職
勧
奨
に
呼
応
し
た
退
職
届
と
理
解
す

る
の
が
自
然
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
期
間
の
猶

予
も
な
く
本
人
の
意
思
を
無
視
し
て
ま
で
退

職
届
を
出
さ
せ
た
の
か
。
本
人
の
自
由
意

志
で
な
い
退
職
届
、
も
し
く
は
退
職
願
は
無

効
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
事
は
重
大
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で
す
。
現
在
、
在
職
し
て
い
る
会

計
年
度
職
員
な
ど
、
有
期
雇
用
で
働
い
て
い

る
職
員
が
町
長
の
答
弁
内
容
に
注
目
し
て
い

ま
す
の
で
、
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

Q
人
事
異
動
は
特
に
慎
重
に
行
わ
な
い

と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
直
結
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
行
為
者
の
意
思
で
な

く
、
受
け
止
め
方
で
判
断
さ
れ
る
の
が一般

的
な
定
義
で
す
。
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
っ
て

到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
今
回
の
人
事
異
動
に
お
い
て
、
職
員
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
訴
え
が
起
き
た
場
合
、
あ

（
町
長
）
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

受
理
し
た
。
労
働
法
等
の
適
用

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

A

法
令
順
守
無
視
不
当
解
雇
で
は

町
長
　自
己
都
合
退
職
で
す

所
信
表
明
を
ふ
ま
え
て

町
政
運
営
の
考
え
方
を
問
う

（
町
長
）
令
和
７
年
３
月
議
会
に

お
い
て
議
案
を
提
出
し
、
同
年
４

月
か
ら
施
行
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
考
え

て
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
今
回
の
人
事
異
動
で
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
訴
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
AQ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

る
い
は
職
員
で
な
く
て
も
、
住
民
、
マ
ス
コ

ミ
や
出
版
社
、
労
働
組
合
な
ど
が
問
題
視

し
た
場
合
、
前
町
長
の
よ
う
に
辞
職
に
い
た

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
認
識
で
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

（
町
長
）
町
と
し
て
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

A Q
職
員
団
体
の
結
成
に
つ
い
て
は
。
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軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
設
置
は

部
長
　使
用
事
例
を
研
究
し
検
討
す
る

携
帯
ト
イ
レ
等
備
蓄
の
推
進
は

部
長
　防
災
訓
練
時
に
個
人
備
蓄
の
啓
発

情報共有が重要

みんなで話し合い

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策

難
聴
の
方
の
た
め
に

巡
廻
バ
ス
の
早
期
廃
止
を
問
う

Q
各
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
７
基
、
中
学

校
に
８
基
合
計
29
基
あ
る
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
用
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ト
イ

レ
と
し
て
使
用
す
る
際
の
設
置
責
任
者
は
誰

で
、
便
器
と
仮
設
テ
ン
ト
は
何
基
分
備
蓄
し

て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
町
の
災
害
対
策
本

部
の
復
旧
活
動
班
を
中
心
に
設

置
し
ま
す
。
便
器
、
仮
設
テ
ン
ト
の
備

蓄
数
は
全
29
基
分
を
備
蓄
倉
庫
で
保
管

し
て
い
ま
す
。

AQ
各
家
庭
の
備
え
と
し
て
携
帯
ト
イ
レ

の
備
蓄
の
啓
発
推
進
の
考
え
は
。

（
総
務
部
長
）
町
の
総
合
防
災
訓

練
時
に
、
参
加
者
に
携
帯
ト
イ
レ

の
サ
ン
プ
ル
を
紹
介
し
、
個
人
で
の
備
蓄

の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

AQ
移
動
式
水
洗
ト
イ
レ（
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
）に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
購
入
費
や
保
管
場

所
等
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
を
購
入
し
た
自
治
体
の
事

例
を
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
指
定
避
難
所
毎
に

行
政
側
の
施
設
管
理
者
、
避
難

所
担
当
職
員
、
避
難
者
お
よ
び
協
力
者

で
避
難
所
運
営
本
部
を
設
置
し
運
営
す

る
と
定
め
て
い
ま
す
。

A

Q
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
の
責
任
者
、

司
令
塔
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
。

能
登
半
島
地
震
で
は
断
水
・
停
電
の
長
期

化
で
ト
イ
レ
が
使
え
ず
衛
生
問
題
が
深
刻

化
し
た
。
公
衆
ト
イ
レ
や
避
難
所
ト
イ
レ

が
劣
悪
な
状
況
で
避
難
者
の
中
に
は
食
事

や
水
分
摂
取
を
我
慢
す
る
人
も
出
た
。
ト

イ
レ
環
境
は
避
難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
高
め

た
り
集
団
感
染
症
の
原
因
又
災
害
関
連
死

の
危
険
性
も
高
め
る
。
水
分
を
控
え
る
こ

と
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
も
引
き
起

こ
す
。こ
う
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
伺
い
ま
す
。

Q
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
の
補
聴
器
購

入
費
助
成
事
業
の
実
績
と
今
後
の

事
業
推
進
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Q
難
聴
の
早
期
発
見
の
た
め
高
齢
者
の

聴
力
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

（
福
祉
部
長
）
助
成
対
象
者
は
本

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上

の
方
で
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
方
。
補
聴
器
購
入
費
の
２

分
の
１
上
限
４
万
円
の
助
成
事
業
。
令

和
５
年
度
は
31
件
。
総
額
１
２
２
万
５

千
円
の
支
給
。
今
年
度
は
５
月
末
時
点

で
６
件
で
、24
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

補
聴
器
購
入
に
よ
り
外
出
の
頻
度
、
行

事
への
参
加
等
が
増
え
た
と
の
声
、
引
き

こ
も
り
や
認
知
症
等
の
リ
ス
ク
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
制
度
の
周
知
に
努
め

ま
す
。

A

（
福
祉
部
長
）
国
民
健
康
保
険
の

特
定
検
診
に
聴
力
検
査
は
あ
り
ま

せ
ん
。
聴
力
検
査
は
難
聴
の
早
期
発
見

に
効
果
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
が
実

施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

AQ
最
近
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
窓
口
に

設
置
す
る
自
治
体
、
病
院
、
金
融

機
関
が
増
加
し
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も

役
場
窓
口
、
図
書
館
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

（
福
祉
部
長
）
通
常
の
イ
ヤ
ホ
ン

や
骨
伝
導
と
比
べ
、
痛
み
や
音
漏

れ
が
少
な
く
、
相
手
の
声
が
聞
き
や
す

く
、
一
部
の
自
治
体
等
で
導
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
導
入
を
し

て
い
る
市
町
村
の
情
報
を
収
集
・
研
究

し
、
検
討
し
ま
す
。

A

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

木下 美津子 議員
きのした みつこみつこ

町
長
の
「
税
金
の
無
駄
を
な
く
し
ま
す
！
巡

回
バ
ス
の
早
期
廃
止
」
の
公
約
を
初
め
て

知
っ
た
時
、
自
分
の
認
識
が
違
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
巡
回
バ
ス
に

反
対
は
私
も
同
じ
で
し
た
が
、
改
善
案
、

代
替
案
を
伺
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
町
長
の
第
一
義
が
、
巡
回
バ
ス
反
対

＝
廃
止
で
公
共
交
通
に
関
心
が
な
い
の
で
は

な
い
か
、「
税
金
の
無
駄
を
な
く
し
ま
す
！
」

が
重
要
で
廃
止
を
判
断
さ
れ
た
の
か
。
廃

止
の
裏
に
秘
策
が
あ
る
の
か
。
様
々
な
考
え

が
頭
を
巡
り
ま
し
た
が
、
一
足
飛
び
の
早

期
廃
止
に
は
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
将
来
、
公
共
交
通
が
必
要
で
あ
り

重
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
廃
止
す
る
根

拠
、廃
止
後
の
具
体
案
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q
①
廃
止
の
結
論
に
至
っ
た
法
的
　
　

お
よ
び
財
務
的
な
分
析
は
。

②
協
定
書
の
効
力
を
踏
ま
え
、
行
政
側
か

ら
解
除
す
る
場
合
、
バ
ス
事
業
者
へ
の
補
償

額
お
よ
び
債
務
負
担
残
額
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
と
考
え
た
の
か
。

③
廃
止
し
た
後
の
町
民
の
足
は
、
ど
う
補

う
つ
も
り
か
。

④
解
除
し
た
場
合
、
岐
南
町
と
バ
ス
事
業

者
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
る
将
来
の
影
響

を
ど
う
考
え
た
の
か
。

⑤
質
問
の
①
〜
④
の
判
断
が
町
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
と
な
る
の
か
。

Q
①
私
が
提
案
し
た
７
件
に
つ
い
て
の

分
析
お
よ
び
見
解
は
。

②
公
約
の｢

発
展
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
も
し
っ
か
り
確
保｣

と
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

③
す
ぐ
や
る
！
目
玉
政
策
な
ら
ば
、
廃
止
の

先
に
あ
る
構
想
、
即
ち
代
替
案
を
２
、
３

示
し
て
く
だ
さ
い
。

で
併
せ
て
お
答
え
し
ま
す
。
主
な
目
的

と
し
て
「
通
勤
・
通
学
」
が
お
よ
そ
50
％

を
占
め
る
こ
と
、
運
行
本
数
や
ダ
イ
ヤ
の

満
足
度
が
低
い
と
い
う
結
果
を
得
ま
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
交
通
弱
者
の
普
段
の
生
活
を
支

え
る
と
い
う
本
事
業
の
目
的
と
、
利
用

状
況
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い

る
状
況
に
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。私（
町

長
）の
想
い
と
し
ま
し
て
は
、
代
替
手
段

の
提
示
を
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
遅
く

と
も
契
約
期
間
が
満
了
す
る
令
和
８
年

度
末
を
も
って
終
了
し
、
そ
の
後
の
事
業

の
継
続
は
、
全
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
代
替
手
段
の
提
示
な
ど
、
早
期

解
決
に
向
け
た
要
件
が
整
え
ば
、
事
業

廃
止
の
時
期
が
早
ま
る
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
。

（
町
長
）「
巡
回
バ
ス
を
廃
止
す
る

根
拠
」
と
「
巡
回
バ
ス
廃
止
に
伴

う
具
体
案
」
は
、
関
連
が
あ
り
ま
す
の

A 巡
廻
バ
ス
廃
止
の
根
拠
は

町
長
　利
用
状
況
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ

廃
止
に
伴
う
具
体
案
は

町
長
　代
替
手
段
の
提
示
を
前
提

一般質問一般質問

岐南町議会では、より町民に開かれた議会とするため、本会議の録
画映像を、インターネット映像配信サービスのYouTube（ユ―
チューブ）を利用し配信しています。

配信中
岐南町議会公式チャンネル

チャンネル登録
お願いします！
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事
故
が
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

部
長
　一
層
良
好
な
道
路
保
全
に

肩にくい込むカバン

後　舞衣さん
伏屋の獅子芝居

佐藤花耶さん
あったか岐南町

マンホールデザインの優秀作3点

篠田沙羅さん
岐南といえばししまいでしょ！

安
全
管
理
に
つ
い
て

町
の
未
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

学
校
生
活
に
向
け
て

Q
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会

の
適
正
な
加
入
率
と
活
動
範
囲
は
。

（
総
務
部
長
）
適
正
に
つ
い
て
は
、

加
入
率
が
高
く
て
も
参
加
率
が

悪
い
場
合
も
あ
り
、
加
入
率
が
低
く
て

も
参
加
者
が
確
保
で
き
て
い
れ
ば
適
正

と
考
え
ま
す
。

A

Q
厳
し
い
傾
向
の
町
財
政
に
お
い
て
確

実
な
補
助
金
の
確
保
を
。

（
総
務
部
長
）
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
や
物
価
・
原
油
価
格

高
騰
な
ど
の
影
響
で
財
政
の
硬
直
化
が

続
い
て
お
り
、
県
や
国
と
密
に
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

AQ
令
和
６
年
度
予
算
保
留
検
討
分
に
つ

い
て
、
岐
南
中
学
校
の
２
年
生
の
美

術
の
授
業
で
マ
ン
ホ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
の
優
秀

作
３
点
を
選
び
、
実
際
に
マ
ン
ホ
ー
ル
化
の

予
定
で
、
生
徒
の
方
々
及
び
ご
家
族
や
関
係

者
の
喜
び
や
更
な
る
町
へ
の
愛
情
が
深
ま
っ

て
い
る
が
、
今
年
度
は
３
年
生
で
あ
り
卒
業

ま
で
に
何
か
し
て
あ
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

（
町
長
）
本
事
業
は
PR
を
す
る
費

用
に
対
し
効
果
が
得
ら
れ
に
く
い

る
よ
う
に
な
る
と
、
身
軽
に
登
校
す
る
こ

と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。

A Q
給
食
費
無
償
と
中
学
校
借
地
は
。

（
住
民
部
長
）
学
校
給
食
費
は
令

和
６
年
度
予
算
１
億
１
千
万
円

計
上
で
町
の
重
要
施
策
、
中
学
校
借
地

料
は
４
９
０
０
万
円
で
、
今
後
取
得
方

針
で
す
。

A

Q
今
年
度
参
加
の
少
な
い
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
つ
い
て
改
善
は
。

（
住
民
部
長
）
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
意
見
や
要
望
を

把
握
し
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

AQ
防
災
訓
練
や
敬
老
会
の
開
催
方
法

は
。

Q
ゴ
ミ
持
ち
込
み
と
有
料
化
は
。

（
総
務
部
長
）
防
災
訓
練
は
防
災

委
員
会
に
て
決
定
、
敬
老
会
は

節
目
の
年
齢
を
対
象
に
祝
い
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
不
法
投
棄
に

対
し
て
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
で

対
応
で
す
が
ゴ
ミ
有
料
化
は
必
要
と
考

え
ま
す
。

A

（
土
木
部
長
）
道
路
標
示
の
維
持

管
理
は
公
安
委
員
会
が
所
管
で

あ
る
た
め
岐
阜
県
警
本
部
交
通
規
制
課

へ
依
頼
し
ま
す
。
道
路
補
修
等
は
優
先

順
位
を
定
め
計
画
的
に
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

A
（
土
木
部
長
）
繁
茂
が
著
し
い
路

線
は
道
水
路
草
刈
業
務
委
託
に

A

て
除
草
を
実
施
、
に
ぎ
わ
い
街
道
な
ど

経
済
環
境
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
剪

定
等
の
維
持
管
理
を
行
って
い
ま
す
。

Q
交
通
安
全
の
た
め
横
断
歩
道
な
ど
の

白
線
や
道
路
の
で
こ
ぼ
こ
の
補
修

は
。声

掛
け
、
連
れ
去
り
防
止
策
は

教
育
長
　不
審
者
情
報
を
共
有
す
る

（
教
育
長
）
使
用
し
や
す
い
位
置

に
取
り
付
け
る
な
ど
、
学
校
で
指

導
す
る
と
と
も
に
家
庭
に
も
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

A Q
防
犯
ブ
ザ
ー
の
必
要
性
と
、
児
童
・

生
徒
が
い
ざ
と
い
う
と
き
す
ぐ
に
使

用
で
き
る
指
導
は
し
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
電
池
切
れ
の
状
態
で

所
持
し
て
い
る
児
童
が
全
体
の

10
％
〜
20
％
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
各
学

A Q
防
犯
ブ
ザ
ー
の
電
池
切
れ
や
故
障
を

防
ぐ
定
期
的
な
点
検
は
し
て
い
る

か
。 Q

樹
木
や
雑
草
に
よ
り
視
界
の
悪
い
交

差
点
な
ど
の
対
応
は
。

Q
の
び
の
び
と
遊
べ
る
公
園
整
備
を
。

こ
と
、
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
事
業
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
、
ま
た
下
水
道
事
業

の
安
定
か
つ
持
続
的
な
経
営
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
予
算
は
議

員
の
全
会
一
致
に
よ
り
削
除
と
な
り
、

実
施
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
予
定
し
て
お
り
ま
す
子
ど
も
提
案
型

事
業
を
は
じ
め
、
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏

み
、
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
土
木
部
長
）
都
市
公
園
の
保
全

及
び
維
持
管
理
に
努
め
、
運
動

広
場
は
自
治
会
と
連
携
し
運
用
し
て
い

き
ま
す
。

A

広瀬 恵理子 議員
ひろせ えりこ

松　 浩二 議員
まつばら こうじこうじ

Q
通
学
カ
バ
ン
の
重
さ
が
子
ど
も
た
ち

に
過
度
な
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
か
け
て
い
な
い
か
。

校
か
ら
家
庭
で
の
動
作
確
認
や
防
犯
ブ

ザ
ー
の
有
効
性
を
す
ぐ
ー
る
等
で
啓
発

し
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
長
）
負
担
が
か
か
る
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。
担
任

は
学
習
計
画
を
把
握
し
一
度
に
運
ぶ
物

が
重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
て
生
徒
た
ち
と
考
え
て
い
き
ま

す
。 A

Q
中
学
校
の
自
転
車
置
き
場
の
増
設
を

し
て
自
転
車
通
学
範
囲
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
で
身
体
的
負
担
を
軽
減
で
き
な
い

か
。Q

短
い
時
間
内
で
食
べ
る
こ
と
へ
の
焦

り
や
早
く
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
事
故

の
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
住
民
部
長
）
自
転
車
通
学
に
な

れ
ば
重
い
カ
バ
ン
を
持
つ
負
担
は

減
り
ま
す
。
駐
輪
場
収
容
台
数
は
４
８

０
台
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
自
転
車
通

学
を
し
て
い
る
生
徒
全
て
確
保
で
き
て
い

る
状
況
で
す
。
今
後
、
自
転
車
通
学
の

地
域
を
見
直
す
際
は
、
学
校
を
主
体
と

し
た
生
徒
・
保
護
者
・
教
育
委
員
会
・

町
が
協
議
す
る
場
を
新
た
に
設
け
、
多

様
な
視
点
で
課
題
を
整
理
し
、
生
徒
に

と
っ
て
最
適
と
な
る
よ
う
協
議
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

A

（
教
育
長
）
岐
南
町
の
小
中
学
校

に
お
け
る
給
食
時
間
は
小
学
校
で

45
分
、
中
学
校
で
40
分
で
す
。
今
あ
る

授
業
時
間
や
単
位
時
間
等
の
学
校
の
仕

組
み
や
先
生
や
児
童
生
徒
の
努
力
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
、
そ
ん
な

楽
し
い
給
食
時
間
と
な
る
よ
う
工
夫
・

改
善
を
し
て
い
き
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
一
人
一
人
の
適
量
を

配
膳
し
、
食
べ
る
時
間
の
確
保
の

為
配
膳
の
仕
方
を
工
夫
し
、
小
学
校
低

学
年
に
お
い
て
は
食
べ
始
め
る
時
間
を
早

め
る
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
学

校
給
食
に
お
け
る
窒
息
事
故
の
防
止
に
つ

い
て
」
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
で
は
、

早
食
い
や
充
分
に
咀
嚼
を
し
な
い
で
食
べ

る
こ
と
に
危
険
性
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
お

り
、
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
内
閣

府
食
品
安
全
委
員

会
発
行
の
「
食
べ

物
に
よ
る
窒
息
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
」

を
活
用
し
事
故
の

リ
ス
ク
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

A

Q
置
き
勉
が
許
可
さ
れ
て
い
る
が
充
分

な
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
か
。

（
教
育
長
）
各
学
校
で
は
個
人
や

班
の
ロッ
カ
ー
、
棚
、
カ
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、
学
級
の
人

数
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

関
係
課
と
の
審
議
・
検
討
の
上
、
必
要

が
あ
れ
ば
整
備
・
改
善
を
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

AQ
将
来
的
に
必
要
な
も
の
だ
け
を
持

ち
、
身
軽
に
快
適
に
登
校
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

（
教
育
長
）
将
来
、
教
科
書
や
資

料
集
、
ノ
ー
ト
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
、
未
来
の
情
報
端
末
に
一
本
化
さ
れ

A 通
学
カ
バ
ン
の
重
さ
解
消
を

教
育
長
　学
習
計
画
表
を
活
用

楽
し
く
安
全
な
給
食
時
間
を

教
育
長
　工
夫
・
改
善
を
し
ま
す

Q
児
童
生
徒
た
ち
が
楽
し
く
、
安
全

に
食
事
が
取
れ
る
取
り
組
み
が
今

後
可
能
か
。

一般質問一般質問
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自
治
会
メ
リ
ッ
ト
を
作
っ
て
は

部
長
　地
域
で
魅
力
を
高
め
て
く
だ
さ
い

繋
が
り
難
い
理
由
は

部
長
　原
因
を
調
査
し
改
善
に
努
め
ま
す

ネットワークの改善が求められる

学
校
に
つ
い
て

自
治
会
に
つ
い
て

す
ぐ
や
る
！

     

目
玉
政
策
に
つ
い
て

令
和
６
年
５
月
１
日
付
の

　  

　
人
事
異
動
に
つ
い
て

Q
現
在
、YouTube

や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
い
、
教
育
の
み
で
使

う
は
ず
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
エ
ン
タ
メ
に
利
用

で
き
て
し
ま
う
た
め
、業
者
が
一
括
管
理
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
教
育
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
契
約
変
更
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

現
在
、
全
国
的
に
、
加
入
率
の
低
下
や
、
脱

退
し
て
い
く
方
の
多
さ
か
ら
、
自
治
会
解
散

に
追
い
込
ま
れ
る
事
例
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

そ
の
理
由
と
し
て
「
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者

不
足
」「
役
員
・
運
営
の
担
い
手
不
足
」「
近

所
付
き
合
い
の
希
薄
化
」「
自
治
会
に
加
入

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
総
務
省
は
情
報
共
有
を
効
率
化
す
る

た
め
、
電
子
回
覧
板
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
な
ど
、
市
区
町
村
が
自
治
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
に
も
触
れ

て
い
る
が
、
岐
南
町
も
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

Q
住
民
よ
り
「
自
治
会
に
加
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
例
え
ば
、
総
合
体
育
館
や
町
民
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
や
住
民
票
な
ど
の
料
金
、

今
後
始
ま
る
ゴ
ミ
の
有
料
化
料
金
な
ど
、
自

治
会
員
と
非
自
治
会
員
の
料
金
を
区
別
す

る
こ
と
で
自
治
会
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

作
っ
て
み
て
は
。

（
総
務
部
長
）
デ
ジ
タ
ル
化
の
実

施
に
意
欲
が
あ
る
自
治
会
が
あ
れ

ば
、
補
助
金
を
付
け
る
こ
と
も
検
討
し

ま
す
。

A

（
住
民
部
長
）
町
の
デ
ジ
タ
ル
推

進
室
や
教
育
委
員
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
専
門
員
と
相
談
し
な
が
ら
、
岐
南
町

に
適
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を
考
え
ま

す
。 A

（
住
民
部
長
）
岐
南
町
は
「
セ
ン

タ
ー
集
約
型
」で
、笠
松
町
は「
学

校
個
別
接
続
型
」
と
い
う
違
い
が
あ
り
、

笠
松
町
は
繋
が
り
易
い
と
聞
い
て
い
ま

A

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
機
器
の
構
成
が
異

な
る
笠
松
町
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
町
の
環
境
下
に
お

い
て
、
応
答
速
度
低
下
の
原
因
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
調
査
し
、
改
善
に
努
め
ま

す
。

自
宅
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
、
児
童

全
員
が
手
軽
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

に
し
て
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
サ
ー
バ
ー
に
繋
が
ら
ず
、
学
習
習
慣
の

定
着
も
、
家
庭
と
教
室
を
繋
ぐ
授
業
も
難

し
い
と
聞
き
ま
す
。

Q
政
策
実
現
の
た
め
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
の
見
直
し
で
も
対
応
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
あ
え
て
「
退
職
金
を
ゼ
ロ
に
」
を

掲
げ
た
真
意
と
は
。
　

（
町
長
）
公
約
は
目
的
達
成
の
手

段
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
の
が
目
的

で
は
な
い
こ
と
を
大
前
提
と
し
「
退
職

金
を
ゼ
ロ
に
」
と
い
う
公
約
は
、
町
民
に

対
し
て
常
に
町
民
目
線
で
あ
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
覚
悟
を
伝
え
る
と
同
時

に
、
退
職
金
相
当
で
あ
る
約
１
５
０
０

万
円
を
財
源
と
し
た
政
策
実
現
の
為
で

あ
って
、「
退
職
金
を
ゼ
ロ
」
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

想
い
か
ら
、
様
々
な
方
法
の
中
で
有
益
且

A Q
な
ぜ
サ
ー
バ
ー
に
繋
が
り
難
い
の

か
。改
善
方
法
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

松本 暁大 議員
まつもと あきひろ

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじけんじ

Q
１
５
０
０
万
円
を
財
源
と
し
た
政
策

実
現
と
は
。

つ
現
実
的
な
手
段
と
し
て
、「
退
職
金
相

当
額
を
給
与
か
ら
減
額
す
る
」
こ
と
で

退
職
金
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
方
法
を
選

択
し
ま
し
た
。

（
町
長
）
新
規
事
業
に
充
当
す
る

財
源
の
確
保
は
難
し
く
、
公
約

実
現
に
向
け
て
は
給
与
を
減
額
す
る
こ

と
が
最
善
の
選
択
肢
と
判
断
し
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
何
を
考
え
、

求
め
て
い
る
の
か
、
声
を
聴
き
、
思
い
や

提
案
を
形
に
す
る
「
子
ど
も
提
案
事
業
」

等
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

き
た
い
な
ど
と
表
明
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
報
酬
減
額
案
を
最
終
日
に
上
程
で
は

賛
成
・
反
対
し
か
で
き
な
い
。
ど
こ
に
「
ご

丁
寧
な
説
明
・
ご
意
見
」
と
い
う
話
に
な

る
の
か
。
仰
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
て

い
な
い
か
。

Q
適
材
適
所
の
人
事
異
動
で
あ
っ
た
か
。

（
町
長
）
承
知
し
て
い
る
が
、
有

意
義
な
も
の
で
あ
り
、
迅
速
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

A
（
町
長
）
短
い
時
間
で
で
き
る
限

り
対
話
を
行
い
、
全
職
員
の
自

己
申
告
書
に
目
を
通
し
、
副
町
長
と
ほ

ぼ
毎
日
す
り
合
わ
せ
を
行
な
い
ま
し
た
。

適
材
適
所
の
人
事
異
動
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

A

（
町
長
）
退
職
し
た
い
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
受
理
し
ま
し
た
。

A
（
町
長
）
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
前
福
祉
部
長
か
ら
退
職
願

が
直
接
私
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

本
人
の
意
思
に
よ
る
退
職
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

A

Q
な
ら
ば
最
初
か
ら
報
酬
削
減
を
公

約
で
掲
げ
る
べ
き
で
、
選
挙
の
時
の

公
約
が
思
い
付
き
に
感
じ
る
が
。

（
町
長
）
公
約
に
は
退
職
金
を
ゼ

ロ
に
と
標
記
し
ま
し
た
が
、
思
い

付
き
で
は
な
く
、「
目
指
す
と
こ
ろ
が
何

な
の
か
」
を
お
示
し
し
た
も
の
で
す
。

A
（
町
長
）
公
約
に
縛
ら
れ
ず
、
柔

軟
な
政
策
を
執
る
こ
と
も
約
束
を

守
る
と
い
う
点
で
は
重
要
で
あ
り
、
誠

実
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

A Q
「
退
職
金
を
ゼ
ロ
に
」
と
だ
け
掲
げ

て
お
い
て
、
当
選
後
す
ぐ
に
覆
す
こ

と
に
つ
い
て
、
ご
主
張
は
誠
実
で
あ
る
と
言

え
る
の
か
。

Q
前
町
長
は
議
会
へ
の
説
明
が
不
十
分

等
を
訴
え
、
理
解
を
得
て
進
め
て
い

本
人
の
意
思
に
よ
る
辞
職
願
か

町
長
　本
人
の
意
思
で
あ
る
と
理
解

職
に
至
っ
た
経
緯
と
は
。

Q
前
福
祉
部
長
と
の
契
約
継
続
が
交

わ
さ
れ
て
い
る
中
で
、
突
然
の
退

Q
前
福
祉
部
長
か
ら
は
「
町
の
福
祉
の

た
め
、新
町
長
の
下
、尽
力
し
ま
す
」

と
聞
い
て
い
た
が
、
急
遽
「
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
挨
拶

文
の
文
面
も
不
自
然
な
こ
と
か
ら
本
人
と

話
を
し
た
。
時
系
列
で
経
緯
を
伺
っ
た
が
、

答
弁
と
本
人
と
の
話
に
齟
齬
が
あ
り
過
ぎ

る
。

今
一
度
お
尋
ね
す
る
。
退
職
は
、
本
人
の

意
思
に
よ
る
辞
職
願
を
受
理
し
た
と
い
う

こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

一般質問一般質問

Q
自
治
会
加
入
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を

作
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
自
治
会

カ
ー
ド
や
自
治
会
ア
プ
リ
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

（
総
務
部
長
）
施
設
使
用
料
や
住

民
票
請
求
な
ど
の
料
金
変
更
に
つ

い
て
も
メ
リ
ッ
ト
を
つ
く
る
手
段
の
ひ
と
つ

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
が
自
治
会
に
加
入
す

る
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
自
治
会
加
入
者
へ

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て「
自
治
会
カ
ー

ド
」
や
「
自
治
会
ア
プ
リ
」
を
作
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
って
い
る
自
治
体
の
事
例
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

A

『政策とは。公約とは。』

後
藤
町
長
は
取
材
に

「
私
は
退
職
届
を
受
け
取
っ
た
だ
け
。

町
幹
部
と
前
部
長
の
や
り
取
り
は

知
ら
な
い
」
な
ど
と
話
し
た
。

（
令
和
６
年
６
月
14
日
付 

毎
日
新
聞
か
ら
引
用
）
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ぎなんぎかいだより 検 索

村
山 

博
司

渡
邉 

憲
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

広
瀬 

恵
理
子

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
６
月
よ
り
新
た
に
広
報
委
員
１
人
が
加
わ
り
、
５
人
の
メ

ン
バ
ー
で「
議
会
だ
よ
り
」作
成
に
た
ず
さ
わって
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
当
委
員
会

に
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
村
山
）

■
オ
ヤ
ジ
の
会
は
毎
年
の
夏
祭
り
で
お
化
け
屋
敷
を
作
って
子

供
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
年

齢
関
係
な
く
友
人
を
作
っ
た
り
も
で
き
る
集
ま
り
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
中
に
は
岐
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
知

人
も
い
な
い
中
、
オ
ヤ
ジ
の
会
に
入
って
い
た
だ
い
た
方
が
い
る

く
ら
い
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
岐
南
町
の

発
展
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

（
渡
邉
）

■
総
会
後
の
懇
親
会
で
「
給
食
を
食
べ
ら
れ
ま
し
た
か
。
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
か
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国

的
に
無
償
化
は
進
ん
で
い
る
が
「
教
育
・
食
育
」
と
い
う
観

点
に
お
い
て「
質
を
高
め
る
」こ
と
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

無
償
化
施
策
の
検
証
と
財
源
を
踏
ま
え
、
施
策
の
改
変
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

（
松
本
）

■
今
回
は
町
長
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。
仕
事
と
家

事
・
育
児
と
の
両
立
は
大
変
で
す
。
私
も
子
ど
も
を
お
風
呂

に
入
れ
る
こ
と
と
夜
一
緒
に
寝
る
こ
と
は
ず
っ
と
続
け
て
い
ま

す
。
仕
事
と
家
事
は
夫
婦
で
分
担
で
き
ま
す
が
、
育
児
は
協

力
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）

■
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
作
成
と
な
り
ま
す
。
今
回
定
例
会

質
疑
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま
し
た
。
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
反
対
、
賛
成
討
論
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
あ
り
、考
え
や
意
見
の
違
い
は
当
然
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
や
町
民
の
皆
様
を
想
い
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
広
瀬
）

岐南中学校１年

小野木 杏珠さんの
作品です

表紙の題字

おのぎ あんじゅ

オヤジの会最大の特徴は？

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

イベントへの参加は時間が合えば気軽に参加してもらう形をとっている点であり、強制することは決してあり
ません。その結果、会員の士気が高まり、また強い絆も生まれています。会の活動は、基本的には学校のお手
伝いであり、具体的には運動場の草刈りや遊具のペンキ塗り、花壇の整地などになります。その中でも大きな
イベントとしては、夏祭りと餅つき大会が挙げられます。
これらのイベントでは、PTA会員はもちろん、学区内に居住する地域住民の皆様とも連携をさせていただき、
毎年大盛況となっていて、さらには、深まった絆が功を奏し、ランニングや登山、飲み会、サバゲー、ツーリング
など、多岐にわたるサークル活動が毎週のように行われています。
今後も皆様のご支援をいただきつつ、まずは私たち会員が楽しめる団体にしたいと考えています。
その結果、子供たちの笑顔に繋がればこれ以上の喜びはありません。

西小学校・
オヤジの会

特集企画

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

西小オヤジの会は、子供たちの
育成と親子が楽しく触れ合える
機会を増やすことを主な目的と
する非営利団体です。

夏祭りお化け屋敷
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